









































田中隆二・齋藤義朗校訂、広島市立大学）および仏文のla Petite Histoire 





















































































































































































日付 エムス発の l’Agence Havas電報とベネデッティが普王にナポレオンの書状を差し出した旨の10日付エ






































































































19 出典未確認。15日付le Journal des débats引用のla Epocaの12日マドリッド発報道は、仏政府が西国の
共和主義者と カロリスタの入国を防ぐため、国境を閉鎖したという。
20 パリは、晴。
21 15日付le Tempsが引用のle Moniteur universel記事。


































































































































































































































































































































































98 立法院（現在は ｢国民議会｣ と呼ぶ。）の建物（ブルボン宮）は、セイヌ河左岸にあり、右岸のコンコル
ド広場とは、コンコルド橋で結ばれる。
99 パリは、晴。
































































































































123 8月14日付le Temps掲載の軍務大臣通達。これは8月10日に採択された法律の施行である。12日付le 






















































































132 16日付le Figaroの le Paris journal引用記事。病院は、サン・マルタンで、ヴァル・ド・グラス病院に
も1名入院した。
133 14日付le Gaulois掲載の告示




























































































































































160 ｢マルス･ラ・トゥールの戦い｣、｢レゾンヴィルの戦い｣ 又は ｢ジオンヴィルの戦い｣ という。
161 出典未確認。
162 18日付le Tempsは、追放令の運用上、常住の者、十分な生活手段のある者、よく知られている者の推


























































































































































193 24日付le Petit journal
194 出典未確認
195 パリは、曇。
196 25日付官報。
197 パリは、曇。
198 以上26日付官報。
199フリードリヒ・ヴィルヘルムのこと。
200 以上27日付官報。
201 26日付官報e
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戦争状態にある地域で軍務大臣もしくは大将が命令を下し、または敵軍が
3日行程（歩行して3日で到着する距離をいう202）以内に近づいたときは、
その大臣または将軍は、即座に、戒厳令を待たずに、必要な手段（不要な
人間（老人及び婦女子、小児、病人の類をいう203）、外国人、民事または
軍事警察から注意された者を退去させることなど）をとる権限を与えられ
るとの規定及び、前科者、放浪者、乞食その他人や財産に危害を与える行
為にふける者のセイヌ県からの退去に関する1852年 7月9日の法律を参考
の上、次のとおり命令する。
生計の手段を持たず、パリでの存在が公共の安全、人または財産の安全
を脅かす恐れのある者、防衛または公共の安全を弱めまたは妨げるような
行為にふける者は、全て首都から追放される。追放命令に違反すれば、軍
法会議で裁かれる。
パリ総督トロシュウ将軍が8月24日 サン・モールの兵営でパリの遊動
国民衛兵隊に対し、大略次の宣言を行った204。
私は、君達に会うのが待ち切れなかった。今、会えて、嬉しい。諸君も
私を前に敵に向う用意のある軍の態度を示し、まもなく諸君の家庭を守る
ため、敵に向うこととなり、国民の皆がパリの子弟の成果を見ることにな
ろう。私が諸君をパリに呼んだのは、諸君に全幅の信頼を置くからである。
諸君は、それに立派に応えている。君らが規律や規則の求めに益々従うよ
う願う私の気持ちに沿うよう、重ねて求めたい、私は、諸君の隊長を祝福し、
その努力と成果に感謝し、間もなくその時が来れば、私の誉れとして彼と
ともに戦場に君らを率いていくだろう。諸君、その備えをせよ。
私が、今日、市街を通ると、セバストポール通りで警官が数十人の婦人
を取り囲み、連れていくのを見た。何者かと、近くの者に聞くと、これは皆、
いわゆる放浪の妖婦、娼婦、売春婦の類だという。今夜、私が新聞を見ると、
202 正元の注である。
203 正元の注である。
204 26日付le Siècle
松井・横堀　『巴里籠城日誌』現代語訳 （1）
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今日、市街で捕まった婦人が約6百人に上ったという205。
8月26日206
 戦況報告207による。昨日ファルスブール市は、英雄的戦闘を続けている。
普軍の砲弾で教会と人家51軒が焼失した。普軍が初回5百発、二回目は1
千発発射した。数千人の兵がヴェルダンの周囲にいるらしい。普軍がヴァ
レンヌとステネイの間に向う様子。
市中発表の8月25日付勅令208 
ナポレオンは、神の恵み及び国民の総意による仏人の皇帝として、今居
る者と将来来る者に敬意を表し、パリ要塞防衛委員会の委員にベール氏、
メリネット将軍の各上院議員、ダリュー伯爵、デュピュイ・ド・ロム、ド・
タルウエ侯爵の各立法院議員を任ずる。軍務大臣が上記命令を執行する。
昨25日、白国のブリュッセルからの情報209では、最近、普軍に捕虜となっ
た仏兵と普の負傷兵等を戦地からベルリンに運ぶ途中、白国内通過の際に
傲慢な行いがあった。このため、白国が使節を普軍に送り、その通行を、
中立を理由に断ったという210。
昨25日夕方、蘭（オランダ）のアムステルダムの新聞報道211による。
独発の通信が公表した、トリエルの独統計局によるこの戦争での独軍の損
失は、8月17日までの死傷者が150,200人である。内、79,483人が戦死また
は行方不明者、67,617人が負傷である。また、陣中での病死者が3,100人に
上る。しかし、とくに激烈であった18日以後の戦闘による損失は含まれな
い。
（巻の1完）
205 27日付le Siècle
206 パリは、曇。
207 8月27日付官報
208 8月27日付官報掲載の命令
209 上記官報にベルギーとルクセンブルグ政府が独政府の上記申入れを、仏国からの中立維持の強硬な申入
れの後、断った旨報じている。
210 これは、正元の理解であるが、上記が正しいとすれば、この点誤解と思われる。
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